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パーソナルCADの利用拡大とユーザー動向
1ncreaslngApplicationFieldofPC-basedCADandltsUser′sTrends

パーソナルCADは,1983年ごろから年率数十パーセントの伸び率で普及して

いるが,その主流は汎(はん)用システムと呼ばれる製図機能を重視したもので

ある｡近年パーソナルコンピュータ(以下,パソコンと略す｡),のハードウェア

性能は32ビットCPUの出現や,高速演算プロセッサ,高速表示用LSIの充実によ

って著しく向上した｡

ソフトウェアは汎用向けと専用向けに大別でき,専用向けは,発売元が社内

で自社用として使用しているものを商品化したものが多く,種類も豊富である

が,内容が自己流儀的なところがある｡日立パーソナルCAD"GMM''(Graph

MasterMini)は汎用向けCADであるが,これと専門家のノウハウを入れた各種

業種別メニューやアプリケーションプログラムとの組み合わせにより専用化を

図っている｡

最近,パソコンCADを複数台導入するユーザーが増えるにつれ,図面庫とし

てのファイルの共用,静電プロッタ等の高速出力装置の共用など,新たなニー

ズが生まれてきた｡また,当初スタンドアロンで導入したユーザーにも,LAN

との接続やパソコンCAD間通信の要求が増えてきた｡

口 緒 言

現在のパーソナルCAD(ComputerAidedDesign:以下,

P-CADと略す｡)は,パーソナルコンピュータ(以下,パソコン

と略す｡)の性能向上とソフトウェア技術の進歩により,高速･

高機能化が進んでいる｡ハードウェアでは,32ビットマイク

ロプロセッサや各種コ･プロセッサの採用により高速化を実

現している｡ソフトウェアでは,ドラフティング主体のCAD

から本来のデザイン主体のCADへ移りつつあI),高機能化が

進んでいる｡

日立パーソナノしCAD"GMM''(GraphMasterMini)は,1983

年の発売以来,汎(はん)用CADとして機能の充実を図ってき

た｡ユーザーは業務の改善に真に役立ち,しかも使い勝手の

良い専用CADを求めているとの認識に立ち,GMMをベース

に各種業種別メニューやアプリケーションプログラムを組み

合わせ専用化し,ユーザーニーズに対応してきた｡

またハードウェアでも,豊富なオプションを設定し,ユー

ザーの業務に合わせたシステムの構築を可能にしてきた｡

GMMは,汎用CADとしての高い機能はもとより,ハード

ウェア,ソフトウェアの両面で,専用化･ユーザーカスタマ

イズ化することで,さらに使い勝手の良いシステムとして利
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用できる(図1)｡

本論文は,パソコンCADの市場動向とユーザーニーズに適

応した専用システムを構築する方法および今後の展開につい

て述べる｡

凶 GMMの概要

日立パーソナルCAD"GMM”は,発売開始以来8回のモ

デルチェンジを行ってきた｡これらのモデルチェンジは,常

に時代の最先端をゆくハードウェアの採用と,ユーザーニー

ズに基づくソフトウェアの改善を目的としている｡

2.1ハードウェア構成

現在,最高位機種であるGMM-85のハードウェア構成を

図2に示す｡処理装置に日立製作所の32ビットパソコンB16

HX mode1386を採用し,高速処理を実現している｡また,多

様化するユーザーニーズにこたえるために,ハードディスク

内蔵の処理装置と,キーボード以外の入出力機器をオプショ

ンにしておr),ユーザーの業務と予算に合わせて自由に選択

できる｡入力装置のデジタイザはA4～AOサイズまで大きさ

も豊富であー■),ワイヤレスカーソル付きなど機能的にもさま
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図1GMM(Graph Master Mini)-85のシステム外観 オプショ

ンは20インチディスプレイ,漢字プリンタ,A3タブレットと現在開発中

の静電プロッタを接続した例を示す｡
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図2 GMM-85ハードウェア構成 処理装置とキーボードだけが標

準構成品である｡入出力機器はディスプレイまでオプションに設定され

ている｡
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ざまなものを用意した｡また,出力装置であるプロッタもA3-

AOサイズまでペンプロッタのほかに,静電プロッタやレーザ

ビームプロッタなどのペンレスプロッタもサポートしている

(表1,2)｡

2.2 ソフトウェア構成

GMM-85のソフトウェアは,図3に示すようにパソコン用

汎用OSであるMS-DOS削)下で動作する｡しかし,GMM-85

では電源投入後,メニュー選択プログラムが自動的に起動す

るため,ユーザーにMS-DOSを意識させることなく,簡単に

操作を行うことができる(図4,5)｡

(1)GMMプログラム

対話形の図形処理プログラムであり,図形の定義や操作,

修正,削除のほか,部品形状の登蘇や図面の登録,配置など

作図を行うための核となるプログラムである｡

(2)MS-DOSコマンド

MS-DOSが持っているコマンドのうち,GMMでよく使わ

れるコマンドを実行するプログラムである｡フロッピーディ

スクのフォーマットやファイルの複写,削除が日本語メニュ

ーに従って実行できる｡

(3)ユーザープログラム

ユーザーが作成したプログラムを,登録･実行するための

プログラムである｡ユーザーのオリジナルプログラムのほか,

アブ】jケーションプログラムを登録することによって,専用

システムの構築が可能である｡

(4)補助機能

GMMのシステムで使用するファイルの割り当てや接続機器

の設定を行う｡また,漢字フォントやラインフォント,メニ

ューデータなどのユーザーデータを登録するプログラムであ

る｡特にメニュー登録や未定義マクロ登雀剥ま,専用システム

化やユーザーカスタマイズを図るうえで,強力な武器である｡

田 パーソナルCADの市場動向

国内でのP-CADの出現は1982年から1983年にかけてであ

表I GMM-85用デジタイザ A4～AO判まで種類も機能もさまぎ

まなデジタイザを選択できる｡

サイズ 形 名 メーカー名
有効読取り範囲

(mm)

AO HDG-3648 日立精工株式会社 l′220×915

B】 CX-1000G 武藤工業株式会社 l.025×745

Al KD9060-ED グラフテック株式会社 915×609

15

インチ

HDG-1515B 日立精工株式会社 381×381

SD-320-G 株式会社ワコム 381×3引

A3
KD-4300 グラフテック株式会社 380×260

KD-4030 グラフテック株式会社 380×260

A4 KDZ525-ED グラフテック株式会社 254×254

※1)MS-DOS:米国マイクロソフト社の登録商標である｡
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表2 GMM-85用×-Yプロッタおよび周辺機 市場性の高いけ0は,自社製,他社製にかかわらず幅広くサポートしている｡

サイズ 名 称 メ ー カ ー 名

型 式 最大作画速度

(mm/s)FB MG,DR 鉛筆 ロール紙 自動給紙

AO

7595A 横河ヒューレットパッカーニJ狸式会社 〔つ 6旦q____
7596A 横河ヒューレットバッ元ニド硬式会社 ⊂〕 (′二) 600

一､｢131F一別OP 武藤工業株式会毒王 ⊂) 〔‾〕

F一別OB 武藤工業株式会社 (つ し1j_l
l′000GP5400H セイコー電子株式会社

‾■己‾

⊂) (つ (⊃

WX-4602 グラフテック株式会社 100

AI

675-GMM-PIlI 株式会社日立製作所 (つ (〕 50(〕

400CDP-R620DII 日立精工株式会社 ⊂) ⊂)

7570A 横河ヒューレットパッカード株式会社 (⊃ 400

F-610P 武藤工業株式会社 〔〕 (⊃ l′131

l′13lF-610B 武藤工業株式会社 ○

1P-530/AIB 武藤工業株式会社 (⊃ (⊃ 475

DGP-∪670(デジプロ) 日立精工株式会社 (つ 800

WX-4612 グラフテック秩式会社 〔〕 】月0
MGl10 株式会社ミマキエンジニアリング 己▼ 500

450DPX-330【I ローランド株式会社 (二〕 〔‾〕

ト600b卜A) 武藤工業株式会社 (:〕 〔〕 +.′131
600HCDS-R620B-A ‾自立精工株式会社 〔⊃

A2

iP-230/A2B 武藤工業株式会社 (⊃ (:) 475

iP-200/A2H 武藤工業株式会社 ⊂) 〔〕 50D

MF120 株式会社ミ｢‾享キエンジニアリング 仁〕 ｢1 400

400SR-6Z(〕0 岩崎通信機株式会社 ⊂) (つ △

HCDS-R440B-A 日立精工株式会社 C) 即0
381

A3

A3

ノヾップァ

7475A 横河ヒューレットパッカード株式会社 〔‾〕

jP-云30/A3B 武藤工業株式会社 (つ

〔〕

⊂)

〔二〕

⊂)

(二)

()

475

iP-200/A3H 武藤工業株式会社 り

〔〕

〔‾〕

(二)

500

7550A 横河ヒューレl㌻Fパッカード株式会社 800

FP5301R グラフテック株式会社 450

FP5301T グラフテック株式会社 ■一てう (〕 〔_〕

〔二〕

450

672-GMM

MS8603(ラスタ喜一ダ)

ELP-3000(L_B.P)

株式会社日立製作所

グラフテック株式会社

丸紅株式会社

200

CP-300(+_B.P)
675-5050-Gl11

SYA-350

武藤工業株式会社

株式会社日立製作所

ローランド株式会社

仁〕

プロッタ

切替器

B-15】】AE

B-2000

M-404

M-100A

株式会社ビット

株式会社ビット

株式会社テクノパーク峯

株式会社テク/パーク峯

MS-DOS(V3.10)

M-DOS*

メニュー選択プログラム

GMMプログラム

対話形図形処理プログラム

システム制御

コマンド解析

画面設定

図形定義

図形操作

図形変更

図面作成

補助機能

寸法文字

属性変更

MS-DOSコマンド ユーザープログラム

●システムの起動･終了などのシステム制御

●デジタイザ,キーボードからのコマンドを解析し実行する｡

●グリッド,ウインドウ,線種･色,相対原点,サブウインドウ,

エンティティ幅,パレット

●線分,折れ線,円,円弧,長円,曲線,点などの定義

●移軌複写,削除,部品,ハッチ,オフセット,ポップイン,ソート

●トリム,切断,角丸め,面取り,パラメトリック,2.5次元,ストレッチ

●領域長,図面,メニュー使用,×-Yプロッタ,図面入力,作表設定,
作表出九マクロゼネレータ,尺度変更

●幾何計乱面積計算,リスト表示,補助線,補助線状態,ディレクトリ,
バッチ,リカバリ,回心

●文字属性,文書作成,寸法線,文書編集,文字定象寸法属性1,
シンボル,寸法属性2,寸法チェック

●線種･色変更,文字属性,分解,選札属性選択

補助機能

メニュー登録･削除(MENUC)

漢字豊栄･削除(FONTC)

ラインフォント登録･削除(+FONTC)

未定義マクロ登録･削除(MACROC)

ファイルサイズ変更(FSCHG)

ファイル(複写･状態･削除)(FCOPY)

接続1/0機器変更(SYSCHG)

編 集

注:* M-DOS(日立製作所で開発したパソコン用

マルチタスクOS)

図3 GMM-85ソフトウェア構成 GMMのすべてのプログラムは,メニュー選択プログラムによって管理される｡
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図4 メニュー選択プログラムの画面 電源投入後,二の画面が

表示されGMMのすべての操作を実行できる｡OSを意識せず,またOSの

知識もいらないと好評である｡

`a休ソブイン前

0

(b)ポップイン後

図5 GMM-85の機能の一例(ポップイン) 部品配置のとき,部

品に重なり陰になる部分を自動的に削除する｡また,青色で部品の形状

が表示されるため,位置関係がわかりやすい｡
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F),日立製作所は1983年7月にGMM-1Aを発売した｡この時

期は,パソコンをエンジンとして使ったCADが実務に耐えら

れるか否か半信半疑で見られていた｡P-CADが全国的に脚光

を浴び,爆発的に普及したのは1985年以降である｡日立製作

所のGMMシリーズの開発経緯を図6に示すが,同図でわかる

ように比較的短期間で次々と新機種が発表されている｡これ

はP-CADが,従来のCADに比べて低価格のために多種多様な

企業に導入され,CAD人口が急増し,その結果多様なユーザ

ーからの改善提案を吸収することができ,ソフトウェアの改

良が次々に図られた結果である｡

さて,最近のP-CADの市場環境は一時期の動乱の域を脱し,

新しい時期にさしかかり下記の環境下にあると言える｡

(1)機種淘汰(とうた)の時期が終わr),生き残r)機種が絞ら

れてきた｡

(2)したがって,ユーザーの機種選択が容易となり,導入が

急ピッチで進んでいる｡

(3)使い勝手の良さが市場で実証され,設計のOAツールとし

て定着してきた｡

(4)作図機能以外に,積算,ネットワーク,図面管理,CAM

との連動,他機種とのデータ変換,関連OA機器との接続など,

システム化への展開が進行している｡

GMMを導入しているユーザーを調査した結果を図7に示

す｡従来,CADといえば大手の自動車,電機,重機などの大

企業であったが,GMMは小･中企業から大企業までほぼ均等

に導入されていることがわかる｡特に小規模な建築設計事務

所,機械設計事務所などが比較的導入に積極的であるという

ことは,パソコンを知らなくても導入後すぐに使えるという

使いやすさがうけているものと言える｡ILCADは,高級な機

械というよりも,パーソナルな設計者のツールとして定着化

しつつある｡業種別の導入比率を図8に示すが,機械,電気

などの製造業で全体の約7割を占めている｡最近のCAD利用

分野での業務別利用比率を図9に示すが,全分野にわたって

機械設計が飛び抜けて利用比率が高いことがわかる｡

最近の新聞,雑誌などの調査報告を見て特徴的な傾向は,

大手企業でP-CADの導入が増えていることである｡このこと

は,使い勝手の良さが企業の中で認知され始めたということ

と,協力企業や系列企業のように比較的小規模の企業のほう

が,P-CADの導入が進んでおり,大企業も積極的に導入を検

討し始めたことも事実である｡大形CADとの共存のもとで,

おのおのの特長を生かした使い方が始まっている｡

B 利用方法

GMMは,2次元の図面を扱うほぼ全業種に適用できる汎用

fしCADである｡また,図面に限らず提案書や企画書のような

図形と,漢字･仮名交じl)文書の作成にも有効である｡しか

し,ユーザーにとっては業務が限られているため,業務に最
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能

販売時期

･83/7･84/2･84/11 ▼85/10･86/7 -87/4 '88川

GMMの初号機

GMM-1A

Alプロッタ

サポート

GMM-20

仮名漢字変換

サポート

コ･プロセッサ

未定義マクロ

GMM-30

GMM-

サブウインドウ

大形CADとの

データ変換

GMM-45H/E

GMM-45H

OE

2.5次元

パーツリスト

出力

GMM-45HIl

386ボードサポート

マクロゼネレータ

高精細20インチCRT

サポート

ドラッキング

尺度変更

GMMJANサポート

GMM-85･GMM-75ⅠⅠ

GMM-75/75エンハンス

図6 GMMの開発経緯と機能の位置づけ

資本金別構成比

資 本 金 事業所数(構成比)

(1)～500万円未満 37(12.8%)

(2)～1,000万円未満 18(6.3%)

(3)～2､000万円未満 31(10.8%)

(4)～5,000万円未満 45(15.6%)

(5)～1億円未満 35(12.2%)

(6)～10億円未満 52(18.0%)

(7)～50億円未満 22(7.6%)

(8)～50億円を超える 35(12.2%)

(9)資本金なL 13(4,5%)

合 計 288(100.0%)

従業員数別構成比

従業員数 事業所数(構成比)

(1)1～4人 20(6.8%)

(2)5～9人 28(9.5%)

(3)10～19人 27(9.2%)

(4)20”29人 16(5.4%)

(5)30～49人 26(8.8%)

(6)50～99人 49(16.7%)

(7)100～199人 32(10.9%)

(8)200～299人 21(7.1%)

(9)300-499人 2= 7.1%)

(10)500～999人 29(10.0%)

(11)1,000人以上 25(8,5%)

合 計 294(100.0%)

市場のニーズを次々に取り入れ,ソフトウエアの機能強化を短期間で実施した｡

業種別構成比 構 成 比

構 成 比

10 20

構 成 比

10 20

100%
十■｢

100%
ノ+--･T-

図7 GMM導入ユーザーの構成 比較的中小企業でのCAD化意欲

が盛んである｡大企業は後追いながら積極的に導入を始めた｡

業 種 事業所数(構成比)

(1)農林水産業･鉱業 0(0.0%)

(2)建設業 30(10.2%)

(3)製造業(棟械) 65(22.2%)

(4)製造業(電気) 71(24.2%)

(5)製造業(その他) 57(19.5%)
(6)卸売業･商社 14(4.8%)
(7)小売業 2(0.7%)

(8)金融業 0(0.0%)

(9)保険業 0(0.0%)

(10)証券業 0(0.0%)

(11)不動産業 1(0.3%)
(12)運輸･通信業 10(3.4%)

(13)電力･ガス 2(0.7%)
(14)情報処王里 7(2.4%)
(15)サービス業 12(4.1%)

(16)官公庁 0(0.0%)

(17)学校 3(1-0%)

(18)その他 19(6.5%)

合 計 293(100.0%)

無 回 答 3

10 20 30
ユ竺墾

図8 GMM導入の業種別構成 製造業での導入が圧倒的に多いが,

非製造業にもCADの利用が広がりつつある｡

′+､限必要な機能だけに的を絞った専用機が近年台頭してきた｡

そこでGMMでは,アプリケーションプログラムを開発し,専

用システムとしての利用を可能にしている｡またメニュー登録,

未定義マクロ登録や部品登録といった機能により,ユーザー

がカスタマイズして利用できる手段も合わせて提供している｡

4.1業種別メニューシート

現在,GMMでは表3に示すように15種の業種別メニューシ

ートと3種のシンボルマーク集を用意している｡

業種別メニューシートの例として,｢建築用配管実寸図Ⅱ+
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(1)全業種

機 械 設 計

7bリント基板設計

I C 設 計

電子 回 路設計

建築･プラント設計

解 析･評 価

ア パ レ ル

マ ッ ピ ン グ

そ の 他

機 械 設 計

プリント基板設計

I C 設 計

電 子 回 路設計

建築･プラント設計

解 析･評 価

そ の 他

機 械 設 計

プリント基板設計

I C 設 計

電 子 回 路設計

建築･プラント設計

解 析･評 価

そ の 他

匪≡≡ヨ290

回答数575

(複数回答)

300

トー･･-

100

37

30

29

14
50

60

100

(2)一般機械,機械部晶,金型

12

9

10 20

21

(3)電気･電子,半導体

39

16

3 50

65

77

匝≡ヨ142

回答数195
(複数回答)

ト⊥望-

回答数210

(複数回答)

100

図9 CADの業種別利用分野(出典:1989年l月3日日刊工業新聞)

全体の号は機械･電気･電子企業である｡全業種で機械設計でのCAD

利用が圧倒的に多い｡

のメニューシートを図川に示す｡このメニューでは,ユーザ

‾がメニューシート上のシンボルマークを選択して,ディス

プレイ上に配置するだけで,建築衛生設備の配管実寸図を簡

単に作図できる｡またエルボの向きや口径の違いも,ワンタ

ッチで操作できるように工夫している｡この1枚のメニュー

シートには,約1,500点の部品と約1万1,000ステップの未定

義マクロプログラムが登録されており,設計ノウハウの凝縮

である｡またこれらのデータは,すべてユーザーに開放され

ており,追加･修正などのカスタマイズが自由に行える｡

4.2 アプリケーションプログラム

GMMでは表4に示すように,8種類のアプリケーションプ

ログラムを用意し,ユーザーの専用CADの要望にこたえてい

る｡一例として,GMM-85に配電盤CADⅡおよび板金CAM

(ComputerAidedManufacturing)を組み合わせたシステム

を紹介する｡まずGMMで,4.1節で述べた業種別メニューを

使って,配電盤のシーケンス図と実装図を作成する｡次に配

電盤CADⅡで,この2種類の図面から配線チェックのほか,

接点表,配線経路表や部品表などを自動的に作成することが
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表3 GMM-85用業種別メニュー業種に持化した各種メニューによ

り,作図効率の向上が図れる｡ユーザーでも自前のメニューが簡単に作

れる｡

分類 l 名 称 内 容

電

単線結線図
電気機器を図記号で表L,これらの電気

的な接続関係を,導体を表すl本の線で
結ぶ結線図の作成を効率化する｡

三線結線図

電気機器を図記号で表L,二れらの電気
的な接続関係を具体的に把握するため,

電線を省略することなく表Lた結線図の
作成を効率化する｡

シーケンス図

定められた順序または条件に治って電気

機器の動きを表す展開接続図(シーケン

ス図)の作成を効率化する｡

電子回路図

トランジスタ,コンデンサなどの電子部
ヌ1

品を図記号で表し,これらで,コンビュ

一夕など電子機器の接続図の作成を効率
化する｡

盤寸法図
配電盤,制御盤など,盤本体図に部品を
図記号で表L,外形図の作成を効率化す

るほか,部表を作成する｡

機

械

配管系統図
プラント関係機器を配置L,二れら相互

間の気体∴夜体などの作動系統を示す系
統図の作成を効率化する｡

機械(基本要素)

ビル躯(く)体図ⅠⅠ

屋内配線図

空調ダクト図ⅠⅠ

建築用配管アイソメ図

建築用配管実寸図ⅠⅠ

建築用配管系統図Il

テクニカルイラスト

室内装飾図

電力用図記号集

電気通信用図記号集

屋内配線用図記号集

空調ユニット,フランジ,ガス管,溶接
記号,仕上記号など機械の基本要素を使

用Lた図面の作成を効率化する｡

建

l

築

そ

設備工事図,電気工事図などを作図する

場合の基礎となるビルの躯体図(平面図)

の作成を効率化する｡

屋内に設置する照明器具,点滅器などの電
気機器を図記号で表L,これを配置L,結

線関係を示す配線図の作成を効率化する｡

空調ユニット,吐出L口などの機器を配

置L,ニれらをダクトで接続した組立図

の作成を経路入力方法により効率化する｡

平面的な配管系統図をもとに,等角投影
法(アイソメ図)を用いて,立体的に表現
する図面の作成を効率化する｡

ポンプや弁など,機器の位置,管の太さ,
長さ,継手の配置を,具体的な形状で表

す実寸図の作成を効率化する｡

建築設備配管図のうち,全体的なつなが
り相互関係を示す系統図の作成を効率化
する｡

組立図やサービスマニュアルに使われる

テクニカルイラストを簡単に美Lく作成
の

他

マシ

lン

できる｡

オフィスや店舗のレイアウトを立体的に
表すパース図を簡単に美しく作成できる｡

+lSの電気用図記号集に準拠して,図記
号を作成する｡部品登録するだけで簡単

に配置でき,部品作成の煩わしさから解
放する｡

クボ

集ル
+lSの電気用図記号集に準拠して,図記
号を作成する｡

+lSの屋内配線用図記号集に準拠Lて,
図記号を作成する｡

できる｡これにより,設計効率の向上ばかりでなく,発注部

門での効率化も図れる｡また板金CAMでは,盤の正面図から

キユーピクルを作成するための,ターレットパンチ70レスの

NC(数値制御)紙テープを作成できる｡

このように,アプリケーションプログラムを優ってGMMを

核としたCAD/CAM一環システム,ユーザー専用システムを

構築することができる(表4)｡
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図10 建築用配管実寸図ⅠⅠのメニューシート デジタイザ上に置き,必要な図形を選択するだけで配置することができる0

表4 GMM-85アプリケーションソフト 図形データヘのインタフェースやCAM対応などのアプリケーションソフトをオプションとして用意して

いる｡

種 別 プ ロ グ ラ ム

川図形アクセスプログラム(BASIC)

(2)図面ファイルアクセスプラム

GMMの図形データを持つ画板ファイル(図面のデータファイル)と部品ファイル(部品のデ

一夕ファイル)をBASIC言語でアクセスできるワークファイルに変換し,ワークファイルヘ
の入出力を行うルーチン君羊から成るパッケージである｡

GMMの図面ファイルヘC言語で直接アクセスできるルーチン群を提供する｡またアスキー
変換プログラムにより,GMMの図面ファイルをアスキー形式ファイルに変換できるので,

どんな言語でもアクセスすることができる｡

(3)配電盤CADII

GMMで作図されたシーケンス図および実装図から,接続処王里上の合理性チェックを行い部

品表,接点リスト,配線経路表,配線作業指示書などを自由なフォーマットで出力できる｡
また,図面中に自動的に接点表を作図することも可能である｡

(4)板金CAM

(5)部品置換プログラム

GMMで作図された正面図や三面図から,NCターレットパンチプレス用のせん孔プログラ

ムを自動的に作成L,紙テープ出力する｡

GMMで作図された図面の部品を置換することにより,違うフォーマットの図面を簡単に作
成できる｡+lSの図記号をIECの図記号に変換Lた図面など,簡単にスピーディに作成でき
る｡

(6)シーケンサラダー図作成プログラム

(7)プリント基板設計プログラム

各社のシーケンサからプリント出力されている簡易ラダー図を,GMMの図面とLて取り込

み,注釈を加えたり,記号を変更する｡その後は,GMMの横能を使って,図面修正や×-Y
プロッタに出力できる｡

アナログ･ディジタルプリント基板の設計を強力にサポートする｡回路図作成,ラフ図読

GM-PCB(NETII)

(8)X-Yプロッタ図面変換プログラム

み取り,配線パターン設計とアートワークのすべてに対応するく)

他社CADで作成した図面の×-Yプロッタ出力情報を,GMMの図面ファイルに変換する｡対
象となる×-Yプロッタ出力情報は,カルコンプ907フォーマットである｡

4.3 ホスト接続

GMMは,パソコンをベースとしたILCADであり,構造解

析やシミュレーションなどの分野では,ホストコンピュータ

をベースとした大形CADシステムに及ばない｡したがって,

P-CADの機能性と大形CADの高速性を生かすため,P-CAD

を大形CADのデータ エントリ マシンとして利用するケース

が増えている｡

そこでGMMでは,日立製作所の大形CADシステムである

GRADAS(GraphicsSystemforDesignandManufacturing

Assistance)とデータの受け渡しを可能にしている｡大形CAD

システムのハードウェア資源の有効活用と,運用コスト低減

のためにも,GMMで作図した図面を大形CADで利用できる

ことの意義は大きい｡

自 今後の展開

現在のように多業種にわたりP-CADが普及し,かつパソコ

ンの機能が向上してくると,もともと製図機台引こ特化した製

図専用機に近かったfLCADに対して,ユーザーからは多様化

した仕様の要求が高まってきた｡これらの市場の要求に対し,

以下今後の展望について述べる｡用途の多様化に伴い,おの
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GMM関係 AP,UP,ユーティリティまとめ表

即≠
アクセス 図面

部品集

部品集

GMM MS-DOS

リティ

GMM

AP

図形アクセス

BASIC版

部品集

電気

電力用図記号集

電気通信用図記号集
屋内配線用図記号集

カルコンプ

(オンライン)
カルコンプ

(オフライン)
7475A

距離補正
パソコン

オフライン

建築(設備)

衛生器具(計画中)

ユーティリティ

対

ホスト

GMM一卜‖CAD

G-730

ファイル変更
(カルコンプ)

チューブマーカ

接続
FANUC P-G

接続

NC

ユーティリティ
業種別メニュー

轢嶺

機械(基本要素)

テクニカル

イラスト

配管系統図
(プラント用)

AP

電気

単線結線図

三線結線図

シーケンス図Ⅲ

電子回路図

盤寸法図

屋内配線図

図面ファイル

アクセスⅡ

ファイル入力

械

ASCll変更

GMM-AP

電気

板金CAM

業種別メニュー

建築

ビル躯体図Ⅲ

屋内装飾図

建築用配管
実寸図Ⅲ

建築用配管
系統図

機械

建築

配電盤CADⅢ

PCB(NET)

一般

配管系統図

配管実寸図

配管アイソメ図

空調ダクト図Ⅲ

部品置換
プログラム

部品表作成
メニュー

ユニバーサル
Ⅰ,Ⅲ

注:略語説明 ASCll(AmericanNationalStandardCode†0rlnformationlntercha【ge)

図IIGMM関係の業種別アプリケーションとユーティリティ関連図

み合わせることによって幅広い展開が可能である｡

おのの業務に合ったアプリケーションソフトの品ぞろえが強

く望まれている｡現在GMMには,図t=こ示すアプリケーショ

ンソフトユーティリティをサポートしているが,今後はさら

に業種の幅を広げ,品ぞろえをしていくことにする｡大企業

では,基本設計だけを社内で行い,詳細図面の作成は系列企

業や下請企業へ依頼することがあり,社内と社外との図面の

やり取りが多く発生する｡このような場合,異なるCAD間で

データの変換ができれば品質向上,納期短縮などの効果が大

きい｡現在,･データ変換ソフトとして多用されているDXF※2)

コンバータがGMMでもサポートされた｡そのほか各種システ

ム,例えば光ディスク電子ファイリングシステムへのデータ

の渡r),EWS(例えば2050G)へのデータの渡りなど,設計OA

化の一環としてCADのデータが各方面で利用できるように発

展していく｡

※2)DXF:米国オートデスク杜が,自社CAD用に開発したデー

タ交換用外部フォーマットであり,パソコンCADの標準と

なりつつある｡
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汎用CADシステムであるGMMは,周辺のアプリケーションソフトと組

且 結 言

P-CADはドラフティングを主体に発達してきた｡今後は

さらに使い勝手の良い,真に設計業務の改善に役立つCAD

に発展すると考えるが,CIM(ComputerIntegratedManu-

facturing)の一構成要素として,構造設計やプレゼンテーショ

ンに重点をおいたCADやCG(Computer Graphics)も開発さ

れると考える｡また,技術文書作成の効率化のためのDTP

(DeskTopPublishing)システムとCADとの結合も始まって

おり,データベースとの結合や,各種パソコンソフトとの連

携によって,さらにユーザーニーズに適応したシステムに発

達していくであろう｡
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